
日置方面から金峰町に入りますと目の前に金峰山が見えてきます。写真で

は小さくてわかりづらいでしょうが、地元金峰地区の主のような山だと感じ

ました。とても気持ちの良い景観でした。 

少し進みますと歴史交流館金峰という資料館がありました。ここでは新たに、

今まで知らなかった知識を得ることが出来ました。古事記によりますと天照大御

神の命を受け、孫のニニギが霧島の地に三種の神器を持って降りてきます。ニニ

ギの子供が、山幸彦と海幸彦で、更にその子供がウガヤフキアエズ、そしてその

子供が神武天皇でそこから日本の皇統が続いていると言われている訳ですが、な

んと！ニニギの奥さんであるコノハナサクヤヒメの生まれ故郷がこの金峰町の阿

多田布施地区であるとの事で、写真のようなサクヤヒメの像が立っていました。 

また戦国時代で言いますと、この阿多、田布施地区に伊作から島津忠良(日新公)が 21 才の時に移

ってきて、この地で後に本家の 15代当主になる息子の貴久が生まれています。この貴久の子供達が、

三州統一や九州制覇、朝鮮の役、関ケ原などで活躍した島津四兄弟です。 

鹿児島県はそういった地域が多いような気がします。特に今回の地域での学びはピカ一でした。 

まさかコノハナサクヤヒメが出て来るとは・・・・・   (小山) 

更にサクヤヒメの子供である山幸彦と海幸彦ですが、山幸彦の子孫はそのまま神武天皇への流れ

と繋がりますが、海幸彦の方は阿多隼人(薩摩隼人)から熊襲への流れと繋がっていきます。大和朝

廷と熊襲の争い、ルーツは一緒だったということを学びました。ビックリです！ 

鹿児島紀行 

そして少し進んで加世田まで行きますと、島津四兄弟のおじ

いちゃんで薩摩の郷中教育の礎である「いろは歌」を作った日

新公を祭ってある竹田神社がありました。境内には「いろは歌」

が書いてある道もありました。きっと地元の人達は「いろは歌」

を全部知っているんでしょうね。      

コロナ禍以降県外への出かける事を極力ひかえることで、生まれ育った鹿

児島をもっと知っておきたいと思うようになりました。で、県内いろんなと

ころに足を延ばし気付きや学びを得させていただいております。 

今回は金峰・加世田方面に行き、気づきや学びをいただいたことを書きた

いと思います。 

 

 

  

今まであまり県内の土地や地域について気にすることもなく

通り過ぎるだけですが、それぞれの地域にいろんな歴史があり、

少し学んでみると面白いですね。 

 



 

「おせち料理」は、食材ひとつひとつに意味があることをご存知でしょうか。毎年同じ事を

書きますが、おさらいの意味でまた、「おせち料理」についてのいわれなどの豆知識をお伝

えしたいと思います。 

和三段 38,000 円(税込) 

5 人用 

黒豆・・・・・・・「一年中まめ（元気、勤勉）に働けますように」との意味を込めて 

数の子・・・・・卵をたくさん持つことから、子孫繁栄を願って 

田作り・・・・・昔はイワシが田んぼの肥料とされていたことから豊作祈願 

伊達巻・・・・「伊達」には華やかという意味があり、巻物には知識や文化の発展を願う意味がある 

昆布巻・・・「よろこぶ」にかけて 

紅白なます・・お祝いの水引をかたどったもの 

海老・・・・・・腰が曲がった海老は長寿の象徴として。長寿祈願 

里芋・・・・・・子芋が沢山つくことから、子宝祈願 

蓮根・・・・・・穴があいたレンコンには、先を見通せるようにとの意味が 

くわい・・・・・大きな芽が出ることから、出世祈願 

ごぼう・・・・・地にしっかりと根を張ることを祈って 

だいだい・・・「代々」の語呂合わせで子孫繁栄を願って 

弊社はお節の宅配が一般的になる以前より お節料理の配達サービスを行って参りました。 

本年度も４種類をお作りします。   

 

「おせち」は「御節句（おせちく）」の略で、１月７日、３月３日、５月５日、７月７日、

９月９日の五節句などの節目に用いる料理や神にお供えする料理の全てを指していまいした

が、今ではお正月料理だけが「おせち」と呼ばれるようになりました。江戸時代の後半に、

現在のような形になったようです。 ではそれぞれの食材にどのような意味が込められてい

るかをご紹介します。 

本年は年末がどのような状態になっているかわかりませんが、ご家族一同がそろわれる

であろうめでたい日に、鶴鳴館 鶴家のお節料理をつまみにして、ご家族の絆をより一層

深めていただけたらと思います。 

  

和二段 28,000 円(税込) 

3 人用 

和洋中二段 24,000円(税込) 

3 人用 

 
和洋中三段 34,000 円(税込) 

5 人用 



 

 

創業明治 30年 仕出し・宅配の鶴鳴館 

〒891-1304  

鹿児島市本名町 855-2 

 099-294-2500 

 

URL : http://cataering-kakumei.com/ 
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プラモデル 

ったのに対し、アメリカでは艦船や自動車もプラモ

デル化されました。 

 第二次世界大戦後、アメリカから日本にも持ち

込まれるようになり、日本製のプラモデルも作ら

れるようになりました。 

 『プラモデル』という名称は、マルサンが1959年

プラモデルは 1936 年にイギリスのフロッグとい

うメーカーが発売したのが始まりと言われていま

す。戦闘機や爆撃機が 1/72 スケールで発売され

ました。 

第二次世界大戦後、プラモデルはアメリカでブ

ームとなりました。イギリスでは飛行機が中心であ

 

に商標登録しましたが、1968 年

に倒産したため、現在は各社自

由に使っていいようになりまし

た。 

金峰町で知りたかったこと 

金峰町ではじめに向かったのは、田布施地区です。前からどんな所なのか気になっていました。 

 

明治以降の日本において、大きな影響力を持つ方々には、山口県の田布施地区出身(現在の柳

井市)の方が多くいます。戦後の総理大臣だけとってみても、岸総理、佐藤総理、安倍総理などいら

っしゃいます。よく陰謀論者の間で話題になっている『田布施システム』と呼ばれるものです。私個

人の意見としては、あまり陰謀論に深くとらわれない方が心地よく生活できると確信しています。

また私自身も中道を行くように心掛けております。 

ただ、小泉さんが総理大臣になった時、まだ当選回数の少ない安倍さんを官房長官に抜擢して

いることなどから、山口県と鹿児島県の田布施地区は何か繋がりがあるのかなぁ？知りたい！と

思い向かいました。 

今回繋がりは解りませんでしたが、重要な地域であ

ることは解りましたし、新しい学びを得ることが出来ま

した。学校の勉強は嫌いでしたが、今はどんな学びも

ありがたいです。 

※小泉元総理のお父様は、小泉家の養子に入る前

は鮫島家、金峰町のご出身です。   (小山) 



 


